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特許文の詳細説明や要件の文が長大で難解であり、複

雑な構造を持つことはよく知られている。この構造を解

明するために、主として係り受け構造に対象を絞って、

解析誤りの分類 [1]、自動システムと特許文の分割 [2]、

接続詞と係り受けの構造 [3] などを研究してきた。この

研究は、2006 年度から 2008 年度にかけて、科学技

術研究費（基盤研究 (C) 課題番号 18500102）のも

とで行われたもので、成果全体は３冊の報告書としてま

とめられている [4]。

2008 年度には、格フレームの構造に着目して、格

フレームの違いが、英語の訳し分けに反映されるかどう

かを人手で調査した。その結果、サ変動詞の格フレーム

構造の違いはある程度反映されるが、和語動詞の場合に

はかなり問題があることが分かった。以下ではこの内容

について詳しく述べる。

なお、本稿の内容は主として [5 〜 7] に基づいてい

る。

2.1　KNPによる特許文の解析

KNP[8] は、汎用の係り受け解析システムで、並列

構造などをよく捉えられることで知られている。形態素

解析システム JUMAN の結果を入力とし、それらを文

節単位にまとめて係り受け関係を出力する。格フレーム

は、解析途中の段階の情報として、動詞と、同じ文の中

で共起する名詞との間の関係を示すものとして参照され

る。

　図１，２に、「開発」というサ変動詞を含む特許文

の解析結果を示す。この図で、「#ID」は、入力文の特

許番号とその詳細、次行が入力文、点線の下の <Case 

Structure Analysis Data> 以下に書かれたものが、

入力文の格フレーム解析の結果である。

1 はじめに

2 KNP と格フレーム

図 1　KNP 解析 1

図 2　KNP 解析 2



263

寄稿集
機械翻訳技術の向上 5

図１の「動 [1]」、図２の「動 [3]」が格フレームの

分類を示す。つまり、図１と図２では、別の格フレーム

として分類されることを示している。

2.2　格フレームの構造と英語への訳し分け

格フレームは、Web データベースから構成されたも

の [9,10] で、次のような構造を持つ。

( 例 1) { 従業員、運転手、…}　が　{ 車、トラック、…}

　に { 荷物、物資 }　を　積む

この例では、動詞「積む」は、「動 [3]」と分類され、

直前の格として、＜ヲ格＞にもしくは＜ニ格＞を伴う。

( 例 2) { 選手、従業員、…}　が　{ 経験、体験 }　を　

積む

この例では、動詞「積む」が「動 [1]」と分類され、＜

ヲ格＞を直前の格として持つ。例 1 と 2 の違いは、動

詞の意味の違いを反映している。

この結果に対して、英和または和英辞典 [11] を引く

と、次のようになる。

動 [3] ⇒　「荷を載せる」：[ load ]

動 [1] ⇒　「蓄積する」　：[ acquire ]

すなわち、この場合には、「格構造の違い」が「英訳の

違い」に対応している。

一般的に、和英辞典の記述を調査すると、和語動詞で

は、意味の多義性により、多くの表現がなされている。

一方、サ変動詞は、意味が限定的なために、訳し分けが

比較的容易にできると考えられる。この仮説を確かめる

ために、次節に述べる調査を行った。

3.1　研究手順

次のような手順で調査を行った。

(1) 特許の入力文を KNP を用いて解析する

(2) KNP の出力結果をもとに英訳文と比較する

(3) 比較した結果を格フレームごとに分類する

(4) 分類の結果を評価して訳し分けを検討する

3.2　解析結果

特許情報データベース [12] の文章中から、6249 文

を入力として、前節に述べた手順で解析を行った。日本

語入力文に対応する英文は、入力文と同様に、上記デー

タベースから抜き出した。

(1) サ変動詞の訳し分け

サ変動詞について解析を行った結果を表１の「分泌」

を例にして説明する。

表１で、「動 [?]」は、格フレームの分類を示す。例

文には、日本語文の後にカッコで人間による英訳を付し

てある。「分泌」を含む文は、上記 6249 文のうち、

22 文が見つかった。文数の欄はその内訳を示したもの

3 特許文の訳し分け

各フレーム 例文 文数 英訳

動 [1] 細菌株は SAM を培地中へ
分泌する (the bacterium 
strain secretes the SAM 
in the culture medium)

13 secrete

細菌は増殖時にコラ
ゲナーゼを分泌する
(Bacteria secrete the 
collagenase in the 
medium at the time of 
their proliferation)

1 secret

動 [2] 神経栄養因子の分泌に関
わっている (participates 
in the secretion of 
neurotrophic factor)

7 secretion

動 [3] 分泌及びジスフィルド
結合の形成 (Formation 
of a disulfide bond in 
secretory)

1 secretory

表 1　【分泌／ぶんぴつ】における訳し分け
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である。右側の英訳は、実際の英訳を抜き出したものを

示す。

この表から分かるように、“secret”という 1 例

を除いて、格フレームの分類に対応していることが分

かる。この 1 例は、人間が訳した時のスペルミスと

考えられる。また、対応する英訳は、活用形を無視

したものである。つまり、実際には、“secretes”, 

“secreted”, “secreting”などの形があるが、そ

れらをすべて一つにまとめたものである。

(2) 和語動詞の訳し分け

表２に、上記 6249 文に含まれる和語動詞の一部の

結果を示す。動詞「示す」は、1742 の格フレームに

分類されるが、特許文に出現する 167 文は、「動 [4]」

というたった一つの分類に集約される。「持つ」、「異

なる」も同様の結果である。つまり、この場合には、実

際には多くの格フレームが存在するにもかかわらず、わ

ずか一種類の格フレームに偏るという現象が見られる。

この場合、一つに集約されているので、訳し分けは不

可能である。

本研究では、人手によって、分類・解析を行った。そ

のために非常に作業効率の悪いものとなった。今後は、

Alignment を自動で行うツールなどを導入して、解析

の効率化をはかっていきたい。

本研究で問題となったのは、格フレームの分類の不正

確さである。格フレームは自動分類されているにもかか

わらず、多くの要素が偏っている部分がある。とくに、

和語動詞の場合には、上記のような問題点が顕著に表れ

る。

今後は、格フレームそのものを見直すとともに、格フ

レームと考え方の類似した結合価や、述語項構造といっ

たものを参考にしながら、さらに研究を進めていきた

い。
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